
国立障害者リハビリテーションセンター研究所概要

≪基礎データ≫

≪主な業務≫

≪沿革≫
○ 昭和54年 国立身体障害者リハビリテーションセンター研究所補装具製作部
○ 昭和59年 運動機能系障害研究部、感覚機能系障害研究部、

福祉機器開発部設置
○ 昭和60年 障害工学研究部設置
〇 昭和61年 障害福祉研究部設置
○ 平成20年 国立障害者リハビリテーションセンターへ改称
〇 平成22年 脳機能系障害研究部、義肢装具技術研究部（名称変更）設置
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自立支援局
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感覚機能系障害研究部

福祉機器開発部
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障害福祉研究部

研究所
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≪組織図≫

29年度 30年度 元年度 2年度 3年度

定員 43人 43人 45人 45人 46人

うち研究員 39人※１ 39人※１ 40人※１ 40人※１ 41人※１

29年度 30年度 元年度 2年度 3年度※３

一般会計予算額 2.08億円 2.06億円 2.06億円 2.06億円 2.06億円

うち試験研究費等 1.26億円 1.26億円 1.26億円 1.26億円 1.26億円

外部導入資金 ※２ 1.82億円 2.02億円 1.97億円 2.11億円 1.91億円

研究部 ７部
20研究室

病 院

学 院

≪使命≫
研究所は、障害者のリハビリテーションに関し、調査及び研究を行うこ
とをつかさどる。

≪主な研究等の成果≫

年 度
誌上発表

学会発表
外部資金

研究課題※原 著 研究報告書等 計

平成２９年度 33 48 81 118 56/91

平成３０年度 38 29 67 137 50/80

令和元年度 45 28 73 150 49/77

合 計 116 105 221 405 155/248

第121回 科学技術部会

令和3年5月19日
資料２－５

企画・情報部 脳機能系障害研究部

義肢装具技術研究部

※１ 所長、併任部長２名含む※２ 厚生労働科研費、AMED、科学研究費などの補助金 ※３ 4月28 日現在

自立支援に資する研究、
施策立案に資する研究
を行う

◎神経科学研究から新しい
リハビリテーション機器・
リハビリテーション技術

◎材料・センサーから支援
機器・支援システム

◎ガイドライン、福祉制度、
障害統計など

医
学

社
会
科
学

工学 （医学・社会科学と連携した研究も促進する）

医学的リハビリテーション 社会的リハビリテーション 職業的リハビリテーション

時間軸

障害の原因解析
治療法の創造

リハビリテー
ション支援機器

日常生活
支援機器 就労支援機器

マウス実験
ヒト対象の試験

障害認定・統計
補装具制度調査

社会インフラ

機能の回復・代償 能力の開発 社会参加支援

研究代表者
の課題数／
研究分担
（代表者が
外部）含む
延べ課題数

※

発達障害研究室

高次脳機能障害研究室

脳神経科学研究室

骨関節機能障害研究室

神経筋機能障害研究室

分子病態研究室

視覚機能障害研究室

聴覚言語機能障害研究室

感覚認知障害研究室

福祉機器開発室

高齢障害者福祉機器研究室

第一福祉機器試験評価室

第二福祉機器試験評価室

福祉機器臨床評価研究室

生体工学研究室

電子応用機器研究室

自立支援ﾛﾎﾞｯﾄ技術等研究室

社会適応ｼｽﾃﾑ開発研究室

心理実験研究室

データ利活用障害福祉研究室


